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※透水管(トレンチ管)には落葉等が入り込まないよう対策を・・・スクリーンの設置
※土砂による目詰まりを防止する・・・透水シートで覆う
下水道施行令 抜粋

ハ　管渠の長さがその内径又は内のり幅の120倍をこえない範囲内において管渠の清掃
上適当な箇所

10．ますの底には、もつぱら雨水を排除すべきますにあつては探さが15センチメートル以
上のどろためを、その他のますにあつてはその接続する管渠の内径又は内のり幅に応じ
相当の幅のインバートを設けること。

トレンチ幅

トレンチ管

(排水設備の設置及び構造の技術上の基準)

トレンチ長

浸透桝

第８条　法第10条第３項に規定する政令で定める技術上の基準は、次のとおりとする。
8．暗渠である構造の部分の次に掲げる箇所には、ます又はマンホールを設けること。

浸透桝

透水シート

集水桝

単粒砕石単粒砕石

４号単粒砕石
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泥溜15㎝以上

スクリーン

４号単粒砕石

透水管

スクリーン

透水管

４号単粒砕石

浸透トレンチ標準断面図



トレンチへ

(２)　隣接地に対しては、区域の外周をブロック等で囲い雨水が流出しないように
する。

開発区域

隣接地

100ｍｍ以上

策が必要になります。

(１)　区域の出入部分開口部にグレーチング付Ｕ字溝を設置し、集水した雨水を
適切に処理する。

開発区域

グレーチング付Ｕ字溝

開発区域出入部分

雨水流下方向

開発事業における雨水対策について

狭山市における雨水処理の方法は、新河岸川流域整備計画と同様に、すべて

の地域で、開発事業を行う区域(以下「 区域 」という。)内で雨水を地下浸透させる

方法により処理しなければなりません。

1．区域外への雨水流出防止

雨水は、その区域内で処理することとなり、区域外に流出させないように次の対



公共下水道(雨水)が整備されている地区で開発区域の内で集水した雨水は
管渠などで既設の排水施設へ放流することができます。

具体的な施設の構造・放流等については、下水道担当部署と協議のうえ決

等に関する条例(平成１８年１０月１日施行)により、埼玉県県土整備部河川砂
防課と協議し、雨水流出抑制施設の容量　９５０㎥／ｈａを処理できる施設を設

３．区域面積が１ｈａ以上の場合の雨水処理

開発区域の面積が１ｈａ以上ある場合は、埼玉県雨水流出抑制施設の設置

定することとなります。

４．区域外へ放流できる地域について

置しなければなりません。
なお、狭山市では貯留した雨水を区域外に流せる地域は一部しかありません

戸建分譲のように区画内に道路を新設される場合の道路部分は浸透井を用い
て処理します。

　　　　　　　　せい

底面が砂礫層に達するまで掘り下げた一種の池で、浸透能力と池の調整機能
を組み合わせた施設。敷地を有効に利用したい場合は地下式タイプにするこ
ともできる。

(３)　砂礫層を利用した浸透型調整池

さく井の底面が砂礫層に達するまで地中に立て込み雨水を処理する方法。
（※　さく井・・・井戸を掘る事）

２．区域内の雨水処理

建築物の敷地として利用する区域は、主として浸透トレンチで雨水を処理し、

屋根や集水桝から集めた雨水をトレンチへ流し込み、底面と側面から地中へ
浸透させる方法。(別紙　浸透トレンチ標準断面図参照)

(２)　砂礫層を利用した浸透井　(別紙　浸透井の標準構造図参照)

区域内の雨水を地下に浸透させるおもな方法は、次のとおりです。

(１)　ローム層を利用した浸透トレンチ



〒330-9301　埼玉県さいたま市浦和区高砂3-15-1　

県土整備部　河川砂防課 Ｔｅｌ：

Ｆａｘ：

E-mail：

〒350-1380　埼玉県狭山市入間川１－２３－５

狭山市　都市建設部　道路維持課 Ｔｅｌ： ０４－２９５３－１１１１(内)２１５１
Ｆａｘ：

E-mail： r-iji@city.sayama.saitama.jp

a5120@pref.saitama.lg.jp

1.　無秩序な開発防止 浸水実績・予想区域図の公表や、警戒

その結果、洪水流量が増大し、水害を起こしやすくしただけでなく、従来
遊水機能をもっていた区域にも人口や資産が増えたため、水害の程度を重

   くしてしまいました。

避難システムの確立、水防団体の強化

それまで自然に保水・遊水機能が極端に減少し、河川へ急激に雨水が集
      中しました。

ピロティ式建築など耐水工法の奨励等

こ の た め 、 河 川 整 備 や 治 水 施 設 の 整 備 だ け で は 追 い つ か ず 河 川
管理者の力だけでは、洪水による被害を減らすことは難しくなっています。
そこで、河川管理者と流域の皆さんが協力して治水対策を行っていく、

      これが総合治水対策です。

河川対策　＋　流域対策　→　総合治水対策

流域対策
流出抑制対策

新河岸川流域総合治水対策とは？

昭和４０年代、５０年代に、埼玉県南部から進んだ急速な都市化により、

4.　内水の計画的排除

洪水被害の軽減対策

　　指導

2.　新規開発地や既開発地の貯留や

　　浸透による流出抑制施設の設置

3.　保水・遊水機能の保全のための盛

　　土する際の調整池設置についての

０４－２９５５－７１３５

０４８－８３０－５１３５
０４８－８３０－４８６５



浸透桝

　

ブロック

　　　

計画水深が１．０ｍ　の場合　　　　　　　３３４　×　開発面積(ｈａ)

計画水深は１．３ｍ　の場合　　　　　　　２５７　×　開発面積(ｈａ)

ｃ）　浸透トレンチの幅を決定する。

トレンチ幅は、　０．５ｍ　～　０．８ｍの範囲とします。

ａ）　計画水深を決定する。

ｂ）　浸透面積を求める。

計画水深は１．０ｍ　または　１．３ｍとします。

施設規模の求めかた

(１)　ローム層を利用した浸透トレンチの場合

浸透トレンチの規模は次の手順で求めます。

ｄ）　浸透トレンチ設置延長を求める。

(　浸透面積　－　浸透桝の底面積　)　÷　トレンチ幅

桝が浸透式の場合のみ控除

【浸透トレンチを使用した例】

【トレンチ】

　　トレンチ長

底面積トレンチ幅

集水桝

集水桝

浸透桝

浸透桝

浸透トレンチ

道 路
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ン
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計画水深



Ｑ：

Ｃ：

Ⅰ：

Ａ：

0.75

0.25

0.95

こう配のゆるい山地

田、水面

こう配の急な山地

路肩、のり面など

0.30粗 粒 土

硬 岩 0.85

公園、芝生

屋根

間地

軟 岩

(２)　砂礫層を利用した浸透井の場合

ａ）　区域内における計画雨水量を次の式により算出します。

Ｑ＝１／３６０×Ｃ×Ⅰ×Ａ×３，６００

①　流出係数
流出係数については、次の表のとおりです。

流出係数種 類

最大計画雨水流出量(㎥／時)

流出係数

集水面積(ｈａ)

降雨強度(ｍｍ／時)     ５0ｍｍ／時を用いる

舗 装

砂 利 道

路面

細 粒 土

0.95

0.70

0.65

0.40

0.30

0.50

0.80

畑 0.30



Ｑ：

ｃ：

ｒ：

ｈ：

透水シートで覆う

蓋は浸透井の表示があるものを使
用する。

下段から３段以上を透水性の直壁と
する。

砂礫層

砂礫層は、一度５０㎝以上掘削し、
周囲を４号単粒砕石で置換する。

ｂ）　ａ）の算式により求めた計画雨水量が処理できる浸透井は次の式により
　一基あたりの浸透量を求め、必要な浸透井の基数を決定します。

Ｑ　≦　４×ｃ×ｒ×ｈ

最大計画雨水流出量(㎥／時)

浸透井の半径(ｍ)

【浸透井の標準構造図】

計画水深(ｍ)

・・・ａ）で求めた数値

浸透強度は、

浸透強度(ｍ／時)　　　１．１ｍ／時を用いる。

計画水深

４号単粒砕石

ｒ ｒ


